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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
越え
つ
な
ん南
」　

【
ヨ
ル
ダ
ン
土
／
ベ
ト
ナ
ム
ヤ
シ
の
実
釉
】

念ねん
じ
つ
つ
な
し
つ
つ
常つね
に
省
か
へ
り

み
て

　
　
　
わ
が
最さ
い

善ぜ
ん

に
生い

き
む
と
ぞ
思お
も

ふ

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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大
本
総
代　

朝 

倉　

暢 

子

お
土
の
あ
り
が
た
さ
を
想
う

　

二
代
教
主
さ
ま
の
お
歌
に
「
か
む
な
が
ら
み
た
ま
磨
く
と
い
ふ
こ
と
は
土つ

地ち

の
こ
こ
ろ
に
な
る
を
い
ふ
な
り
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
節
分
大
祭

で
教
主
さ
ま
は
「『
お
土
の
心
』
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
踏
ま
れ
て
も
、
汚
さ

れ
て
も
不
足
ひ
と
つ
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
世よ

び
と人
の
下
に
あ
っ
て
、
す
べ
て
を

支
え
、
抱
擁
し
、
生
み
、
育

は
ぐ
くみ
、
浄
化
し
て
い
く
お
土
の
姿
に
神か
ん
な
ら習
わ
せ
て
い

た
だ
き
き
…
」
と
お
示
し
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
大
地
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
、
清
濁
併あ

わ

せ
の
み
諸
々
を
産
み
出
す

そ
の
力
は
母
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
、
卑
近
な
例
で
す
が
『
四
季
の
歌
』
の
中
で
、

友
達
、
父
親
、
恋
人
、
と
続
き
「
冬
を
愛
す
る
ひ
と
は
心
広
き
人
、
根
雪
を
と

か
す
大
地
の
よ
う
な
僕
の
母
親
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
翻
っ
て
、
子
育
て

中
の
私
は
反
省
す
る
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
歳
を
経
て
人
付
き
合
い
の
中
、
清

濁
併
せ
の
む
こ
と
の
大
切
さ
を
た
び
た
び
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
は
女

性
の
存
在
が
見
直
さ
れ
、
多
方
面
で
そ
の
能
力
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、

今
迄
表
に
出
づ
ら
か
っ
た
女
性
と
し
て
の
知
恵
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
も

有
り
ま
す
が
、
人
知
れ
ず
、
お
土
の
よ
う
な
母
性
で
多
く
の
人
々
の
人
生
を
大

き
く
芽
吹
か
せ
て
き
た
こ
と
も
、
歴
史
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
本
は
食
農
活
動
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、最
近
「
温
暖
化
防
止
に
土
の
力
（
有

機
肥
料
に
含
ま
れ
る
炭
素
に
着
目
）」
と
の
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。「
４
パ
ー

ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」と
い
う
考
え
方
で
、世
界
の
土
壌
炭
素
を
年
間
４
パ
ー

ミ
ル
（
‰
）
＝
0.4
％
増
や
せ
れ
ば
、
人
間
の
経
済
活
動
に
よ
り
放
出
さ
れ
る
CO2

の
上
昇
を
相
殺
で
き
る
と
の
計
算
に
基
づ
き
、
パ
リ
協
定
で
提
唱
さ
れ
た
取
り

組
み
で
す
。
光
合
成
で
大
気
中
の
CO2
を
蓄
え
た
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
や
炭
に
し
て

土
の
中
に
貯
め
地
中
炭
素
の
量
を
増
や
し
、
草
生
栽
培
で
も
炭
素
を
留
め
て
お

け
、
堆
肥
の
投
入
は
土
質
の
改
善
の
み
な
ら
ず
炭
素
を
貯
め
ら
れ
る
と
言
い
ま

す
。
私
達
（
人
類
）
は
そ
の
有
機
作
物
を
戴
く
事
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
も
協
力
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
考
え
方
か
ら
も
、
開
祖
さ
ま
が
繰
り
返
し
「
お
土
の
あ
り

が
た
さ
」
を
文
字
や
お
振
る
舞
い
で
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
意
味
深
さ
を
想
う
こ

の
頃
で
す
。



東
光
苑
葬
祭
研
修
会

　

東
光
苑
葬
祭
研
修
会
は
５
月
27
・
28
日
に

開
催
さ
れ
15
名

が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、「
葬

儀
執
行
の
流

れ
（
喪
家
の
心

得
、
み
た
ま
ま

つ
り
、
お
墓
に

つ
い
て
）」「
斎

場
調
度
品
に
つ

い
て
」
の
ほ
か

葬
祭
式
の
司
会

進
行
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

  

88
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

６
月
の
月
次
祭
を
執
行

　

６
月
の
東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会

創
立
記
念
祭
典
（
98
年
）
な
ら
び
に
市
杵

島
姫
命
例
祭
は
６
月
11
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道
明
祭
務
課
長
の
も

と
執
行
さ
れ
、
１
８
５
人
が
参
拝
し
た
＝

写
真
下
左
。
祭
員
は
福
島
主
会
・
栃
木
主

会
・
群
馬
主
会
・
山
梨
主
会
が
、
伶
人
は

二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は

佐
藤
榮
栃
木
主
会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で

は
、
添
釜
が
か
け
ら
れ
、
茨
城
主
会
が
担

当
し
た
＝
写
真
下
右
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
、

澤
田
哲
美
祭
務
課
主
任
が
着
任
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。
青
年
部
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

バ
ザ
ー
が
、
ま
た
第
50
回
南
米
本
部
夏
期

学
級
へ
日
本
の
青
年
を
送
り
出
す
た
め
の

募
金
活
動
が
行
わ
れ
た
。

東京宣教センター祭務課主任　澤
さわ

田
だ

　哲
てつ

美
よし

はじめまして。万祥殿祭務課
から異動し着任しました澤田
哲美と申します。出身は、鹿
児島県奄美大島の隣の喜界島
です。右も左も分からぬ若輩
者ですが、何卒ご指導、ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

●　着任あいさつ

　　講師：田中雅道講師：田中雅道（大本大道場講師）（大本大道場講師）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

人　生　の　目　的人　生　の　目　的
〜魂を見すえた生き方〜〜魂を見すえた生き方〜

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
88 ⺼⺼ 2525 日（金）日（金）19：00 〜19：00 〜

　私たちは何のために生まれて来たの

か？ 私たち人間はどういう存在なの

か？ 皆さんとごいっしょに考え、大

本の教典に示されていることや、最近

の科学の研究をご紹介して、人生を考

察します。

　　
77
日
（
月
）
午
前

日
（
月
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

開
教
１
３
１
年
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

開
教
１
３
１
年
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

　　
1313
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
2121
日
（
月
）
夕
拝
後
〜

日
（
月
）
夕
拝
後
〜

神
集
祭
遥
拝
祭
（
初
日
・
旧

神
集
祭
遥
拝
祭
（
初
日
・
旧
77
月月
66
日
）
日
）

　　
2525
日
（
金
）

日
（
金
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　

講
題

　

講
題    

人
生
の
目
的

人
生
の
目
的

　
　
　

　
　
　

    

〜
魂
を
見
す
え
た
生
き
方
〜

〜
魂
を
見
す
え
た
生
き
方
〜

　

講
師

　

講
師    

田
中
雅
道

田
中
雅
道
（
大
本
大
道
場
講
師
）

（
大
本
大
道
場
講
師
）

　　
2727
日
（
日
（
日日
）
夕
拝
後
〜

）
夕
拝
後
〜

神
集
祭
遥
拝
祭
（
最
終
日
・
旧

神
集
祭
遥
拝
祭
（
最
終
日
・
旧
77
月月
1212
日
）
日
）

聖地天恩郷参拝ツアー
9月16日（土）～ 9月18日（月・祝）

〜エスペラント普及会（EPA) 創立 100 周年記念〜
大本エスペラント歌祭

参 加 費　15,000円
募集人員　20人9月 16日（土）　　

10:00	 東光苑　発
18:00	 天恩郷　着

9月 17日（日）
10:00	 EPA創立100周年記念祭典・行事〔万祥殿〕
14:00	 大本エスペラント歌祭〔能舞台〕
15:00	 記念公演「エスペラントとザメンホフ一家」
	 講師：マーガレット・ザメンホフ氏
17:30	 懇親会

9月 18日（月・祝）　　
08:30	 神苑案内・お作品拝観
10:00	 天恩郷　発
18:00	 東光苑　着

○ 参加費は東京⇔亀岡の往復交通費、聖地での宿泊並び　
　 に食費を含みます。
　※ EPA 創立 100 周年記念行事の参加費を含みます。
○ 移動中の食事等は含みません。
○ 宿舎は大部屋での相部屋になります。
○ 新幹線でご移動をご希望の方はご相談ください。
申込先　   〒 110-0008　
　　　　   東京都台東区池之端 2-1-44 大本東京本部
　　　　　Tel 03-3821-3701　Fax 03-3821-5283
　　　　　Mail k-nishiyama@oomoto.or.jp【担当西山】
締　切　8 月 24 日（木）


